
火二品に関する最新の研究 (特に窒化給に裁て)●

(昭和 18年 Z)JJegrl安和)

t A) 川 lH lL三 I●●

訴 L 窒 化 鈴 製 造 の 賓 際

1.アサイドに点て

現在廿用引 LHる丁ザイドとしては略攻の3廟が有ると瓜ひます

イ 会場ナ トリ.)i.淡にfJ(るもの

食垢ナトリウJ･を輸血 し,i.忙7/モ主丁放･D酸化戦端ガスをiq)じて放る甘班であi)ます 之
が特鞍とする卿 t先取〉;㈹耳Lで･あaJまして,TLt熱さ-榊 Lばどんな非化乳 1･帯地冊のnのlflで

も出来る群であ))ますが,製品小に頂点丑 38ユ丸 甘際には J3-16% の苛性ソーダを含有し

て魯ります 搾り亡では古くから本8.を托用して足ります･

｡ 有鎖分岐法tこ上,-Jもの

食もナい1ウム3(紘甘/樵./-yと何科として水化ヒr-7V-ソ.丑硝酸丁ミル,TJL･コール,

gE兼ガス等の盤理によト出 するものであbまして.軸外33Ji合itLLTj井の他の草餅でT･'--事的与
に生産さLt.てF.I,D土す t.J.此 有性?･'/也ソータを含んでIE･り士せん

- 淡他ア ンを ニ丁法 碑安iL!.)に依るもの

一･寸屯巴の領つ1(方法で4]'りまして食姓久は金鵜ナ H)ウ人を耗安中にて花束分群jLはTF媒
作用を利用しナ日 ウムTr･イドを丑達 し史に丁ザイt'とする方法でありましてTJ性ソーダは

.先安沈軒 こ上J)除1･するヰi=tq希土で Jtの方法はわけ ラス株式合牡にて J-1老化して敏け±
ナ J一記:l弥 ま何Jtも現改 L'.蜜化されてIbtろくのでありますが鰍 ⊂後二才は火*也如 '可もEで

ある巧.J_I,rLて桝わ士十

2一重化治の製法 (則1牟UiO

T.〟 r締熊村 ① コ20I人''Cγザイド5kb･Jll上を 2-3% にIWLます 此の郎J71水は

I,5滑水で無いと胡化 9.1の純分を,JSす郡があr)ます ,LをJ-･ンプ ② ノ川は 淋 ① を通 じrI･*rl柵

⑳ (170.人Jに退 り 1℃ に糾 して放きます

丁サイト中rこIr.'I性･/-ダを合甘する吟.tli水根 を 20A,lr煎晩貯M ㊨ (71日 JJ 小に7*

*札 5Eい こ冷却 して正せ之を･F･布け ⑳ 申JCl今N111の¶合に洗加し中和を行ひ=す Jt

の臣丁J 酸の母生を防 ('ため1且虞を ''CllTとC1は 介.こ捷拝すると¢しまナ･

榊TJyE:I.二･Il,iF'作用ケイILますので鋪BL紐にて沖屯すると可上します 中和掛 '･ば鴫机色
{_9!色し士すの{･指示軍の疋壕 はありません.中和扱2時邪も放せし士十と帝化丸P 柁別 ■狩
を辞し三十の'(･成可ヰく使用するを可とします

れ 軒解約 的 】Okirを庶俊紬 解析 ⑥ 70L入)Iレ一-17% に梓辞し士す 用水p三g･～話

' 叫 々 18年 4JllOu T火?.h●♯ 9的FItは放けるZI軒
.'井甘柿 -払丁丘兵fE+ll



eG 火 弗B 甘 社 井 58 節1暮
iy水たるt車し士す 書潜水t用LLますと生 じました鮒 ねが鼓後匡附きJlひ卓化肘 〉鵜舟と
7Fしく番する事があります

本特技辞解を伊たらしわ且或俊ガ
スを故出せしむる耳にX先知器を行

ひ士チ

緑林しました暇 肘 はF.-ソブ①

及海路 ⑧ 紬 じ庶政鰍 J･打 @ r=
iaり5℃ に冷却 しまナ

≠こにささにiaりました7'ザイド淡

31日 を措J7I析出柵⑳(601人)に逢

J)5'C に砕坤控拝しJni冊佼緋穀

を正樫 1IJll･)の /ゾル 8佃上))托

加すれば袋化鈴のFn瓜が折出して参

り士す 北の貯法葱する事はT妃の

通 りであります

イ 退座号 5'C以上に ト.lEせ し

めぬ事が肝要であり±Lて社史をJ-

汁甘LtTる時は丁･/'ン放 l/スt敬生 ILiL

すると共に非常に不安見なi..r爪を生

でる事があbます

p 堆作は山乗る丈.1早 く且縫針

に止めぬ帯であります.A ･作7lL

たなら ば コッタを開けて稚17tLを女川
する事であります MUが止った烏
にノプルか･''7'訂べ ク迄的 _'LICm
もt.F.･舶 ;a(った称があrJます H I H他出如 法rt(ill-r)

- JZ感が掛tJゴ軸木ろ丈け#く榊 七を分薩する机
*作卦 土教化恥 Jhの良不良を決する正*たものであr)まして,州くすると地相It.賓久ri堺

甘作薮を不能又は鬼蛤なF'しむる事があl)ますか(,矧 ⊂法丑を重します

磯化釣掛抗に影響i･及ぼす甜JCを偉ぐれば･次の惑 l)であr)ます

イ 7ザイ r淡並虚位封慨 の恋庇が-kたLLIr事畠爪が小とたる.
FT,注加地虎及び凍搾油放火なれば持品一土小とたる (P]鴨あり)

- 1棚 色於大たJt.lr結晶FL小とたる.(角が瓦Lt,ち

ま･母淡改粗乃18含Iiqt化鰍 ま辞林し特車を誠するt.炎蔽 軌 水位仕掛等の不純令の析tIは
且で,丁/rカー作の甘今は此の漣である.

lJi 丁ずイド中に苛性ソーダなさ沓含比括品小とた り.連投肘書と7=る 此の鴇打沈l雑 巾

に忠鹿･/一タを邪f入れると柿瓜は大とたります

へ 丁ザイr状に府硬鉛女性如したる戦合Ii載瓜は米の来状となA)逆の甘食iitE欣となる

焦し連鹿喰J)にIl火蓋たし



LJJrrT 大工品はJJナ8裁薪の軒先(阜Iは菜食仙ミttで) 27

ト 丁ザイド状･t.に 2% のゼラチンを縮帯せしめ鑑 く時は 給血は等しくP]妹を冊び在tBJ)

と沌少する暮たく且妥色度を 2-3倍rE向上します 之t絶 ft顎化鉛と辞し士す

砧JhUrLLIBJt･lr職 分7[恭 屯 に落し識滑水にて付淡を洗推しイ･鈍物の書生を防ぎ瓜こ似瓜･
洗強打C に逸 り水並水の淡状水洗TE上?沃渡します 危it,ば糸瓜分社歩11に上り舟暮した
るものt弄繍7k中に7k背し女のユ:壬生たる造粒作秦執 こ捗るものであI)ます

妨 H.マ グ ナ リ r)ム の 燃 梯 特 性

1. マブナリウムの特社

火 lJ品に於けろT〆ナリウふとはマグネyl'/ふとTJL･ミ三ウL.の介令を砂ぷrELたものであ

l)まして,敬光軸,敬卦柵空知こfTlひらる Lものを巾して居 り士十 兆の特伍とする肝は
イ †′ネシウふとTJL･三阜PJふとの配合比を各社に貸化する事に上り共の振放相性と自由

に爪師LWろ8

T, てyホシサムの皮節eL)ち光変が-火であると衰ふ林と丁ル ILクー･･の推断即ち超く杓える

とまj.布とを漁れ油-てJZ;HJましてrb-も他 言角々である不
′､.･TTネシウムに比し水分に上り甘煮LJEく保存性が大である+耳であります

今･vyネシr'Jふ,TIT,三･Lr'/I.,マグナ1).'/ムの撫境手継をA也的にIt接し士Irとb:の
威 りであります

2.桝 特性i■定ま (M 2牟LL'I.)

犬甑 qj圧搾 30mmA 30mm の按筒に300kg/cn'の鵬JJで塀甘した和MであlJ±して之

を枕伯色連発奴 ⑳ 及カリウム光電管 ◎ 女用ひ成る可く肌{･見た感碇rc一女させて怒気的に

感光させ士したものを棚 替 ⑳ に上り凍火しペン ◎ に上って岡持鼓JI◎ の炎輔に光Ti-F的
娘 D を立かしめます

これに映って精髄 煉及締WIこ封する光弘 裟嘩時Ⅶ並に火のtkをJlて禾さるぺせ尤丑そ把

織成はat耳しまし1亡



28 火 兼 B 甘 zg iF5番 群 lI

a. マグネシウムの鵬 離 (ill3舎FI.)

巾故によりマグネシ ウムと碑石の各艇 告比の和Mの患姓‡椎 曲奴を作成 し士するに光虻杜

ヤ〆オンr/ム 7036.机石 3096附近が

鼓大でありまして的 叫 Il00 蜂光,マ〆

よノウム 50%'附近では的 叫 000絹光,

マグネシウム 30% でIi供rci,rOO畑光

に滅 じとれ以外の範服でJi憎墳不能で参

ります

光1はマyホシサー･t70% 附並で コ30

中t,燭光砂でilと大悦を'T:し-.･ク■ネyウ上
牧に比例して減少する串は光艇の槻令と

同じであります

女に搬 度lまでyl･-/ウ117O,q}に

於て北大{･あり皇Lて ユMに付的 Hl
ltllllで′ネソウム且に比例して減少しま

すが共のl創恥i発症又Ii光kに於ける上
りも着 く小であr)まで

4. 7JLミニウムの鮒 離 (拙1呑
Flll)

夫に丁ル三 ウムと伊tlの知和につ4.台

.2L粗
宴

川抹沸宜しまするにINlに示す如く光旋

光i.似 掛こ†ダネシ.1人にJtL (}7'}巾 J̀"X) (iXBrEq)

I Il l l l I -1●■■一I■-1○○ド
一▲九チ1 I,!

●l Iタ

1

ll

＼○ や l

tヽL ･二

台 甘ILA や ＼

I1 l .～ ＼

ー占 l し 払一一一6

■一 lA .ti.､日+ . 互.tE
こゝて .}i.I- I 十十ヽ lキヰ之

劫ht. 一 汁L dlI一 lLI JY

71○5 l60 ●○ .班滞しく小さいのであります ■.1 竺グォン｡雪 各だ甘 L息
鮒 蛙由井以J-.の2iNに上りましてマグネン {/

-I. ..'チフィン仲 か SX)u光政はirBlいが欣放吟nrlJ土払い3LTル ミiウムは物如 .WnはLiい

が光庇が朗いと閃ふ革になるのであります8 マグナリウムの勝地特性 日LILJ全州1.)-
.,yナ1)ウふと沸するものの小に止JTル ミま.'/･'Iとの命令AtJ促Jtに各位のものが布

l)ますがここでは 例として 丁 ･し こ･ンユノJil･ダネノウふみ5(Moのlのき探りこれとGFl石との和Nにもて竹牧特

性を沸史して止士十と†yナtJサム 6f1%,柵TT309 の甥余光乳 光jL共蚊大であり士Lて火 々 33.()llO甥尤並に

_'68 キt:燐光抄を ･̂し-/yナーJウ-･･7㌔ l~放てI三光掛 と1.'t,ncoi耳元に低73(--･yナい〉J135,l)U射返では t'1.000甥光IC滅′L,

して居 ります 火棚巡症はマグナ9ウム '10% Iこ放てIi*でありまLて 3'JlL'rJ血

Cと示 して居ります今マグナ1)サム 50% 附近i(珪 71I丸 附延の枯地速度.光丸 光iとF13又はJH



_0

9
-

1
6

aet-
.
矧

地割仙朝潮)

.-

2.0

ヰ L

▲一●t一
I.一 I

J6

t▲
I.ま
i.〟

C D CC+A J禁 I一一i ∫i ヰJlt)
*
Jも札-J
L 翠_一ホ･k I(I,サ),jFI塞.lO2030105060-1OIO9QI/0(YJy!;ウL･1叫) (i紬IWS
)蘇河･,.,7.7:i:-:(;,震ご謁,桓納蛸 山琵沌･<(者)絹 rJ. JJ､!

llIゝLik I
lll
.ダ9

イ ㌔
2.0 ＼

｢▲d1.8

! Il.677I

I,■t,'}
p＼I
I
.2



3L) 火 Jh B 書 7t f S金 井IJt
6 以上の如 くマグナ1)･)ムは非常It座利たものでありますので丁ル ミ;サムを ユ5鬼 から

70% 位i･合有する各牡†ブナV.I/上が丑薪の各便碍兼用和Mに研く使用されて屠 り士す こ

の事辻本弗取持の事であbまして之が研究をぢ7f上して!桝事して頂きました丙牲先生には甫l⊂

連詩 して居る大罪であDます

(喝巾 18年･8JI10FIEtF市井 569的 可)


